
教
育
美
術
・
佐
武
賞
に
つ
い
て

　「
教
育
美
術
・
佐
武
賞
」
は
、
公
益
財
団

法
人
教
育
美
術
振
興
会
（
当
時
・
財
団
法
人

教
育
美
術
振
興
会
）
の
初
代
理
事
長
と
し
て

長
い
年
月
ひ
た
す
ら
美
術
教
育
の
振
興
に
心

を
く
だ
き
、
生
涯
を
か
け
て
大
き
な
力
を
尽

く
さ
れ
た
佐
武
林
蔵
先
生
（
昭
和
43
年
没
）

の
ご
寄
付
に
よ
っ
て
昭
和
41（
1
9
6
6
）年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
当
会
で
は
毎

年
、
美
術
教
育
に
関
す
る
実
践
報
告
や
研
究

論
文
を
広
く
全
国
に
求
め
て
、
そ
の
中
の
優

秀
作
に
賞
を
贈
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
場
の
先
生
方
の
実
践
に
光
を
あ
て
る
こ

と
に
よ
り
、
子
供
と
共
に
つ
く
り
あ
げ
た
優

れ
た
授
業
を
広
め
、
指
導
者
の
育
成
と
図
画

工
作
・
美
術
科
教
育
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
を
本
賞
の
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
本
賞

が
契
機
と
な
っ
て
、
学
校
現
場
に
お
け
る
実

践
活
動
が
活
性
化
し
、
研
究
の
輪
が
一
層
広

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
教
育
美
術
・
佐
武
賞
の
事
業
は

56
回
を
重
ね
ま
し
た
。
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
、
改
め
て
深

い
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

第56回 教育美術・佐武賞受賞者発表

※　

第
６
回
、
７
回
、
14
回
、
18
回
、
40
回
、
43
回
、
47
回
、
51
回
、
52
回
、
54
回
は
該
当
者
な
し

生
徒
の
主
体
的
な
社
会
参
画
意
識
と
創
造
性
を
育
む 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
践
と
検
討

西に
し
ざ
わ澤 
智さ

と
こ子

香
川
県
立
高
松
東
高
等
学
校
　
教
諭
　

佳
作
賞

子
供
が
絵
に
表
す
意
味
と

指
導
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

― 
量
的
な
基
礎
研
究
を
根
拠
と
し
た
法
則
化
に
よ
る
描
画
指
導
法
の
検
討 

―

花は
な
わ輪 

大だ
い
す
け輔

教
育
美
術

佐
武
賞

北
海
道
教
育
大
学
（
札
幌
校
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東京学芸大学　教授
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